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In order to understand large-scale thermobaric structure of the central and western Sør Rondane Mountains, eastern Dronnig 
Maud Land, East Antarctica, the P-T conditions of the metamorphic rocks were estimated by using Grt-Bt and Grt-Hbl 
geothermometers, and Grt-Bt-Pl-Qtz and Grt-Hbl-Pl-Qtz geobarometers. The estimated temperatures range from 800 to 900℃ 
around Brattnipane, southern Austkampane and Menipa, and decrease to 600-650℃ toward the south. The estimated pressures 
range from 9 to 10kbar around Austkampane, northern Lunckeryggen and Menipa, and decrease to 6-7kbar toward south and 
northeast. The isothermal and isobaric lines are extended from ENE to WSW, which direction is nearly parallel to the Main 
Tectonic Boundary, the Sør Rondane Suture and the Main Shear Zone. 
 
東南極セール・ロンダーネ山地は，東西ゴンドワナ大陸の衝突造山帯に位置していたとされ (Shiraishi et al., 2008)，主に
高度変成岩類によって構成される (Osanai et al., 1992)。本研究では中央部および西部に産する珪長質～中性組成の変成
岩および変成堆積岩について，地質温度圧力計を適用し変成温度圧力条件を見積もった。また先行研究の変成条件と比
較し，広域的な変成温度圧力の分布を考察した。見積もりに用いた地質温度圧力計は，ザクロ石-角閃石温度計 (Graham 
and Powell, 1984)，ザクロ石-黒雲母温度計 (Holdaway, 2000; Bhattacharya et al., 1992)，ザクロ石-角閃石-斜長石-石英圧
力計 (Kohn and Spear, 1990)，ザクロ石-黒雲母-斜長石-石英圧力計 (Wu et al., 2004) である。見積もりに用いた組成は，
ザクロ石のパイロープ成分に富むコア，マトリクスの均質な黒雲母，角閃石および斜長石のコア組成を用いた。 
 中央部のアウストカンパーネに産するザクロ石-珪線石-黒雲母片麻岩からは約 750-850℃, 5-6kbar，メニーパに産するザク
ロ石-角閃石-黒雲母片麻岩からは約 800-850℃, 10kbarが見積もられた。またブラットニーパネに産するザクロ石-黒雲母片
麻岩からは約 650-750℃, 7.5-8.5kbar，メーフィエルに産するザクロ石-角閃岩からは約 550-650℃, 4-5kbar，ザクロ石-黒雲母
片麻岩からは約 550-600℃, 4-5kbarがそれぞれ見積もられた。西部のパーレバンテに産するザクロ-黒雲母片麻岩からは約
550-650℃, 4.5-5.5kbar，ザクロ石-角閃石-黒雲母片麻岩からは約 650-800℃, 7.5-8.5kbarがそれぞれ見積もられた。またビー
デレー山に産するザクロ石-黒雲母-角閃石片麻岩からは約 550-650℃, 5.5-6.5kbar，ザクロ石-黒雲母片麻岩からは約 700-
800℃, 9.5-10.5kbarが見積もられた。 
 本研究および先行研究 (Adachi, 2010; Adachi et al., 2013; Osanai et al., 2013) で見積もられた温度圧力条件から，セー
ル・ロンダーネ山地中央部および西部の広域的な温度圧力構造を検討した。温度は中央部のブラットニーパネおよびアウス
トカンパーネ南部，メニーパを中心に約 800-900℃を示し，南に向かうにつれて約 600-650℃の低い温度が見られる。圧力は
中央部のアウストカンパーネおよびルンケリッゲン北部，メニーパにて約 9-10kbar を示し，南および北東へ向かって約 6-
7kbar までの低い圧力が見られる。中央部から西部にかけて推定される等温線および等圧線は東北東-西南西方向に伸び
る傾向があり，これは主要構造境界 (Osanai et al., 2013)，セール・ロンダーネ縫合線 (Osanai et al.,1992)，主要剪断帯 
(Kojima and Shiraishi, 1986) の中央部から西部における境界線の方向とほぼ一致する。セール・ロンダーネ山地中央部の
南北方向の変成圧力断面を考慮すると，ルンケリッゲンからブラットニーパネにかけ北へむかってより深部で変成を被った岩
石が露出しており，セール・ロンダーネ縫合線付近において最も深部に位置していた岩石が露出していると考えられる。 
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